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論文審査の結果の要旨 
 
本研究は、象牙質における加齢変化とコラーゲン蛋白質の非酵素的な糖化修飾との関連を解明するこ
とを目的としたものである。 
 
形態学的手法、生化学的手法、物理化学的手法、および分析化学的手法などの多面的な解析によって、
象牙質コラーゲン蛋白質の非酵素的糖化修飾が、加齢にともない増加することを明らかにした。免疫組
織染色や蛍光寿命測定の結果から、歯髄を経て供給される糖によって、糖化修飾が管周象牙質に生じて
いることが示唆された。さらに、蛍光寿命測定法が生体物質中の糖化修飾解析に有効であることを示し
た。 
 
以上の研究成果は、象牙質の加齢と非酵素的糖化修飾との関連について新しい知見を与えるものであ
り、博士（歯学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
